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Ratherford 散乱の高次成分として up spin, down spin を検出できるが，電子の運動方向のスピン成分は検出できな
い構造になっている。このため磁性膜に垂直に磁化したスピンの検出は不可能で、あったが，磁性膜から飛び出した電
子スピンの方向を90度回転させるスピン回転器を Spin SEM 装置に組み入れて，検出可能にした。
また，この装置を用いて基板の膜に斜めに磁化した磁気記録媒体を TbFeCo ， Co-CoO 強磁性体で作り， 3 次元的に
スピン成分の検出を行い，磁区観測を行った。現在工業的には， 10Aのサイズを目指した開発が進行中ですが，孝橋君
は200A程度の強磁性磁区の性質を基板，あるいは記録時のレーザー power 等との関係で研究し，信号強度の向上とノ
イズ低下との関係を明らかにしています。 Spin SEM 装置の開発とそれを利用した磁性薄膜の研究は博士(理学)の
学位論文として十分価値あるものと認める。
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